
 たてやま市議は、市議会議員として 6年目を迎えていますが、その前の 

7年間、喜入で働いていましたので「喜入の皆さんのお役にたちたい」 

と、喜入の皆さんの願い実現のために頑張ってきました。一部ですが、 

これまでの議会活動の中で実現したことを報告します。 
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           長年置き去りにされていた側溝と道路の整備を求め 

る住民の声を、平成 28年第 2回定例議会で質問した

取り上げ      結果、平成 29年度に設計予算が計上され、30年度 

から工事が着工されました。今年は、全長 500mの 

の内 120mが整備されます。尚、この道路区間は、    

以前から、振動が強く住民を悩ませていました。 

今回は、振動対策も併せて工事施工が行われます。 

          行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「道路との段差が危ない」と

一倉で農業をしている方々の

相談を受け、谷山農林事務所

に要請。段差を解消する改修

工事を施工して頂きました。 

 

砂防ダム決壊により仮屋崎集落に大量の土砂が流出

した問題を平成 28 年第 2 回定例議会で質問し、上

流の太陽光発電施設の雨水対策を要請した結果、29

年度に改善され、同時に土砂流出で壊れた農道の整備

を求めてきましたが、今年度から整備が始まります。 

         

 

 

人口減を理由にした「廃止」は、喜入のまちづくりを否定する考えです。 

たてやま市議は、喜入地域校区の活性化対策を今後提案してまいります。 

 

「歩道がなく危険だ」との相談を受け、国道事務所に改

善を何度も要請し、平成 27年第 1回定例市議会で国の

方針を確認。今年から本格着工が開始されました。 


